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１．自由ヶ丘学園高等学校について
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全日制普通科
916名

● 創立93年
● 本校の名前が駅

名地名に
● 2023年から共学



1.1 日本の子供たちが世界の人々と共に、より良い世
界をデザインすることを支援
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生徒たちが国際コミュニティーに参加できるようにする

国際的なオンラインコラボレーションの環境をデザイン・運用しなが
ら改善中（VR、AIの研究者募集中）            



1.2  目標：世界の子供たちと課題解決
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言語・時差・文化の 
壁を乗り越えるためにAI・VR技術投入 



２．Honda Research Institute 
Japanとの共同研究
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2.1　自己紹介

慶應義塾大学  （物理学　　修士）
イリノイ大学  （情報工学　修士）
東京大学 　   （工学　　　博士）

● 日立製作所中央研究所
● Pacific Interface Inc., USA
● UDIT Inc., Japan
● 自由ヶ丘学園高等学校 (2019年～）
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2.2 イリノイ大学・東京大学にてネットワークVRの研究

　　　　　　　　　　　1996～2004

イリノイ大学の研究棟で東大とNTTのメンバーと
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NTT 
東京大学 
イリノイ大学 



2.3  イリノイ大学・東京大学にてネットワークVRの研究

イリノイ大学 CAVE 東京大学 CABIN（現在は解体済） 9



2.4  学校でどんな技術が使えそうか？ 

Constructing collaborative stories within virtual learning landscapes.
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3D（メタバース） 2D(壁スクリーン？） 

https://www.evl.uic.edu/cavern/cavernpapers/vrs/index.html


2.5  子供たちの協働のための国際的な人脈構築 

● OECD SSES National Project Manager

      (SSES:Survey on Social Emotional Skill)

● Honda Research Institute Japan
● Salzburg Global Seminar
● Karanga (Global Alliance for SEL)
● 総務省情報通信審議会専門委員

● 群馬県非認知教育専門家委員会委員

● SEL Japan 共同創設者

● SEE Learning Japan 運営メンバー　 11
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2.6 オンライン・ワークショップを実施している国 

日本 
インド 

オーストラリア 
ウガンダ 



2. 7  HARU Project に参加 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https://mypersonalrobots.org/unicef


14



15



16



17



18



3. IGFのワークショップに参加す
ることになった経緯
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https://www.intgovforum.org/en/content/igf-2023-ws-469-ai-child-rights-implementing-unicef-policy-guidance
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4. 安武氏が発表した内容の概要
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https://youtu.be/9r87Msvcbtw?si=yTSD-ib_7Sq4HKGQ&t=770
https://youtu.be/9r87Msvcbtw?si=yTSD-ib_7Sq4HKGQ&t=770


5. Youthの活動へのご提案  

子供に必要なスキル 

● 自分の意見の発信、提案、意見交換ができること。 

● 国際的なプロジェクトやコミュニティに参加すること。

● 英語が使えること。技術でカバーできること。

大人たちの仕事 

● 国際コミュニティーにつないであげること。 

● 学校におけるより良い通信環境の整備と相談窓口。 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ご協力を
よろしくお願い致します！
- VR、AIの研究者募集中
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